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入学式会場

保証人の皆様は、7号館TCUホール、2号館 1階 21C教室、2号館 2階 22C教室のパブリックビューイング会場にて

入学式（10：00～）のライブ配信をご覧ください。

式典会場（9号館）へのご入場はお控えくださいますようご協力をお願いいたします。

入学式終了後、学部新入生の保証人の皆様を対象とした学科教員との懇談会を開催いたしますので、

是非ご参加ください。

その他連絡事項

１．入学式当日、キャンパス間のシャトルバスは運行いたしません。

２．＜写真・動画撮影についてのお願い＞入学式の様子を撮影し、広報誌やウェブサイト等でご紹介させていただき

　　ますので、ご協力をお願いいたします。

　　なお、撮影の被写体になることにご同意いただけない場合には、カメラマンに「撮影を断る」旨をお申し出いた

　　だきますようお願いいたします。

会場ご案内

新入生ガイダンス 式終了後

学部 学科 新入生 保証人 総合理工学研究科・専攻 新入生
機械工学科 3号館 1階 31A教室 3号館 1階 31B教室 機械工学領域 1号館 2階 12P教室
機械システム工学科 1号館 地下1階 1BJ教室 1号館 地下1階 1BL教室 機械システム工学領域 1号館 2階 12N教室
電気電子通信工学科 6号館 1階 61B教室 10号館 2階 PBL教室 電気電子工学領域 1号館 2階 12L教室
医用工学科 1号館 2階 12G教室 1号館 2階 12H教室 医用工学領域 1号館 2階 12N教室
応用化学科 1号館 2階 12E教室 1号館 2階 12F教室 応用化学領域 1号館 2階 12M教室
原子力安全工学科 2号館 2階 22A教室 2号館 2階 22B教室 共同原子力専攻 1号館 2階 12M教室
自然科学科 2号館 1階 21A教室 2号館 1階 21B教室 自然科学専攻 1号館 2階 12L教室
建築学科 5号館 小講堂 3号館 2階 32A教室 建築学領域 1号館 2階 12P教室
都市工学科 1号館 地下1階 1BM教室 1号館 地下1階 1BN教室 都市工学領域 1号館 2階 12N教室
情報科学科 1号館 1階 11E教室 1号館 1階 11F教室 情報工学領域 1号館 2階 12M教室
知能情報工学科 1号館 2階 12C教室 1号館 2階 12D教室 システム情報工学領域 1号館 2階 12L教室
環境創生学科 1号館 3階 13N教室 1号館 3階 13P教室 環境情報学研究科・専攻 新入生
環境経営システム学科 1号館 地下1階 1BB教室 1号館 地下1階 1BC教室 環境情報学専攻 1号館 地下1階 1BK教室
社会メディア学科 1号館 2階 12A教室 1号館 2階 12B教室 都市生活学専攻 1号館 地下1階 1BK教室

東京都市大学・エディス
コーワン大学国際連携
環境融合科学専攻

1号館 地下1階 1BK教室
情報システム学科 1号館 2階 12J教室 1号館 2階 12K教室

デザイン・データ科学部 デザイン・データ科学科 1号館 3階 13J教室 1号館 3階 13K教室
都市生活学部 都市生活学科 6号館 1階 61C教室 6号館 1階 61A教室
人間科学部 人間科学科 1号館 3階 13L教室 1号館 3階 13M教室

環境学部

メディア情報学部

指定教室　※学科・専攻別指定教室は下記参照

理工学部

建築都市デザイン学部

情報工学部

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入 学 式 10:00～ SAKURA CENTER（9号館）

新 入 生 ガ イ ダ ン ス

新入生の保証人と学科教員の懇談会（学部のみ）

式 終 了 後

式 終 了 後

指定教室

指定教室

10:45



大学の基本的な考え方や想いを示す、「建学の精神、理念・目標」です。

建学の精神

建学の精神 “公正” “自由” “自治” を活かしながら新たな発展へ

本学は、“工業教育の理想”を求める学生たちが中心となって創設された、日本においてきわめて

稀な、学生の熱意が創り上げた大学です。この建学の精神は、独立自主の思い溢れる学生たちが

掲げた、夢と希望のシンボルです。東京都市大学は、この優れた精神を継承しながら、新しい時

代と社会の要請に応える大学へとさらなる進化を遂げます。

理念

持続可能な社会発展をもたらすための人材育成と学術研究

｢持続可能な社会発展｣というのは、環境を損なうことなく社会を発展させることです。ここでの

環境とは、単に、自然環境、地球環境という狭義の意味ではなく、社会的な環境も含んだ広義の

環境です。例えば、経済の悪化による失業者増加や、山間の過疎地などでの高齢化による村落消

失の危機などは、持続可能な発展を妨げるものです。私たちが住むこの地球を多角的、総合的に

見ながら、持続的な発展へと導くことが、新しい本学の役割・使命となります。そして、そのた

めの人材育成と学術研究の推進こそが、本学の目的です。

教育理念

ボーダーを超えて、学生と教職員が共に考え、学び、行動することで社会に貢献できる人材を育てる。

教育目標

公正・誠実さと自己研鑽力をもち、「都市」に集約されるような複合的課題に取り組むことができ、

多種多様なボーダーを超えて新たな価値を見出すことで持続可能な社会の発展に貢献できる人材を

育成する。
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大学院生は 3階席をご利用ください。
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2024 年 4月 2 日

オーストラリア大使館 ジャスティン・ヘイハースト大使

皆様、おはようございます。

ジャスティン・ヘイハーストと申します。

野城学長、泉理事長、草賀教授、ご来賓の皆様、学生の皆さん、おはようございます。

激励の言葉を贈るためにお招きいただいた野城学長に感謝いたします。

本日お集りの学生の皆さん、東京都市大学へのご入学おめでとうございます。 

皆さんはここまで来るのに大変な努力をされたと思います。その成果を、まずは大いに誇ってください。

大学教育というのは特権であり、何よりもチャンスです。

これからの 4年間、東京都市大学で学ぶこと、経験することは、皆さんの将来の人生や進路を形作ることに

なるでしょう。

個人としてだけでなく、社会全体が皆さんの才能、スキル、献身を必要としています。 

皆さんは、大いなる希望と混乱に見舞われる時代に大学生活を始めることになります。

人間の知性、批判的思考、創造性がこれまでになく必要とされ、これまでになく報われる時代です。

クリーンエネルギーの実現、デジタル・ガバナンスの改善、環境保護、量子コンピューティングや AI の活

用などは、私たちが直面する喫緊の課題のほんの一部に過ぎません。

日本やオーストラリアのような民主主義国家にとって、サイバーセキュリティを含む安全保障を守るため

に努力し、さらには健康の安全保障、経済発展、安定し開かれたインド太平洋地域の支援といった、世界的

な問題にも貢献する必要があります。

これらすべてに対応するには、頭脳の力、創造する力、そして効果的な協力関係が必要です。

私たちの資源と能力を結集することで、重要な技術の開発を加速し、イノベーションを促進することができ

るのです。

日本と最も親密な国の一つの大使として、私は、国際関与と協力の価値を日々実感しています。

皆さんには、ご自身の勉学、そしてより広く大学や国家の知的・社会的生活について、幅広く意欲的に考え

ていただきたいと思います。

全てが繋がっている私たちの世界では、語学力や国際的な経験は非常に貴重なものとなります。

それらはあなた自身の将来だけではありません。あなたが日本の利益をよりよく支えるのに役立ちます。日

本の未来は、外部の世界の安定性、開放性、そして特質に密接に関連しています。

それはオーストラリアにとっても同じことです。

パートナーシップの価値とインパクトは、今、かつてないほど重要なのです。

もし皆さんが留学を決意したなら、私は「東京都市大学オーストラリアプログラム」を推薦します。

オーストラリアの活気ある文化や社会を経験する絶好の機会です。

相互理解とパートナーシップの力を体感することができるでしょう。

日豪両国は、知的で創造的かつ情熱的な未来のリーダーを育成する必要があります。

皆さんはそのようなリーダーの一人となり、日本とオーストラリア、そして他の国々との学術、ビジネス、

政府間の協力をサポートする一人となることが出来るのです。 

皆さんの東京都市大学での勉学が成功し、ここでの経験を楽しめることを祈っています。そして未来のある

段階で、オーストラリアの地で皆さんとお会いできることを期待しています。

ありがとうございました。頑張ってください！

2024 年 4月 2 日

駐日オーストラリア大使のご挨拶
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